









































秘められた宝』（1996 年）を提出した．それは「生活全体を通した学習 learning throughout life」を
基本原則とし，20 世紀までの「知ることを学ぶ」「なすことを学ぶ」に加え，21 世紀には「人間と









的に統一することが求められている（鈴木・佐藤・田中 2014）．それは，国連「ESD の 10 年（DESD,2005
− 2014）」とその後継「ESD に関する Global Action Program（2015 − 2019）」（通称 GAP）におい
て取り組まれ，新学習指導要領と同じ 2030 年度を目標年度にした国連「持続可能な開発目標（SDGs）」




















　近代以降の大きな歴史の流れの中で見るならば，「市民性 citizenship」は，18 世紀の「市民的 civil
権利」から 19 世紀の「政治的 political 権利」，20 世紀のとくに福祉国家による「社会的 social 権利」



































批判的教育学で知られ，「教育は政治的行為」だと主張してきた M. アップルは，その著『Educating 





























てきた．イギリスの動向についてくわしくは他に譲るが（同上：第 2 編，鈴木・降旗 2017：第 8 章，
水山光春稿），シティズンシップ教育としてまとめられて必修化されているというだけでなく，政権
交代があっても継続性が保たれるように，「ストランド（撚り糸）Strands」が確認されていることが
注目される．すなわち，前述のクリック報告がいう 3 つの構成要素と 4 つの本質的要素（主要概念，
価値観と性向，技能と適正，知識と理解）の絡み合いである．具体化への課題も指摘されていたが（佐







































































































































































1990 年代の国連・人間開発計画の理論的リーダーであった A. センの「潜在的能力 capability」論は，
人間的能力は選択可能な実現条件があってはじめて現実になるという理解を前提にしている．しかし，
民間を含めた学習条件整備をし（機会と条件の平等），あとは「選択の自由」でというだけでは，新












　宮下与兵衛は，戦後の学校運営（学校づくり）への生徒参加を，1945 〜 50 年代の理念導入期，60
〜 70 年代前半の模索期，70 年代後半〜 90 年代の衰退期，90 年代以降の新展開期に区分している（宮
下 2016：第 2 章）．衰退期は高校生の政治活動を禁止した文部省「69 年通達」にはじまるものであるが，
新展開期は，前述の「子どもの権利条約」（1989 年）などの国際情勢の変化のもと，3 者・4 者協議会や「開
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Citizenship Education and Social Participation of School Children
SUZUKI Toshimasa
Abstract:  The article discusses the significance of social participation of school children in order to promote 
Citizenship Education. First, it describes the international background of the theme. Second, it proposes the 
developing structure of learning domains as the base of Citizenship Education in the educational planning and 
curriculum management. Third, it critically expands the proposal of “Learning Democracy” by Gert.J.J. Biesta 
as the learning and educational theory of Citizenship Education. Last, it proposes a way to the Participatory 
Citizenship Education, based on the four typical practices towards “Education for Sustainable and Inclusive 
Communities”.
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